
人間の声とギターの対決 

つくづくギターは特殊な楽器だ

と思う。弦楽器、金管・木管楽器、

この世の楽器のほとんどは、基本

は単音である。確かにバイオリン

やチェロの弦楽器は、同時に複数

の音がだせるが、曲としてのソロ

曲は、「無伴奏・・・・」のように

無伴奏で行うソロは例外的なもの

である（無伴奏ギター組曲とはい

わない）。ギターを小さなオーケス

トラとはよく言ったものだ。ギタ

ーのようにオーケストレーション

ができる楽器は、楽器の中の異端

児？、女王？のピアノぐらいだろ

う。そのため、元ピアノを弾いて

いてギターへ転向というのは聞く

が、ピアノからフルートへの転向

はあまり聞かない（知らないだけ

かも）。ギターでは、ソロ曲、ギタ

ー重奏にくわえ、伴奏となんでも

こなす。しかし、この小さなオー

ケストラは、「小さい」という意味

が、持ち運びができるという意味

と、音量が小さいという両方の意

味があるのだと思う。 

 

5 月 10 日に、「イギリスのリュ

ートソング」というタイトルのコ

ンサートへ行った。つのだたかし

のリュート、冨山みずえのソプラ

ノで、ダウランドほかの主にルネ

サンス時代の曲が披露された。 

当然、リュートは伴奏役となり、

ソプラノが高らかに歌い上げる。

冨山みずえの優しく温かみを持ち

ながらだす声量の大きさに圧倒さ

れた。恐らく、音圧？レベルで言

うとリュートの 10数倍の音量では

なかろうか。目の前のソプラノと

遠くから聞こえるリュート、そん

な感じである。ギターであれば、

ここまでの差は出ないのかもしれ

ないが、あまりの音量の差に愕然

とした。人間の声というのは、こ

んなにでかいのか！リュートの音

は、こんなにか細いのか！そして、

それは単に音量だけの問題ではな

く、そこに込められる心、あるい

は表現したいものの器の大きさの

違いでもありそうであった。小さ

な器では、表現できるものの量が

限られる、そんな印象を持った。 

この経験は、数年前、大分の山

の中に泊りがけでギターを抱えて

出かけた時、飲み会も宴もたけな

わに盛り上がり、ギターを披露し

たが、その席にいた陶芸家、鬼塚

氏が、「実は自分も昔、スペインで

フラメンコを学んでいた。しかし、

右手指を事故で失くし、ギタリス

トの道を諦めた」という話が出た。

残った右手の 2 本の指でラスゲア

ード的に弾くことはできるという

ので、ジプシーキングの曲を披露

した。荒っぽいギター演奏ではあ

るが、フラメンコのカンテのよう

なハリのある声で、情感たっぷり

の歌いっぷりに、満場の拍手喝采

となった。本当に感動的なギター

と歌であった。その時に、ほそぼ

そと弾いた自分の演奏と鬼塚氏の

歌を比較し、そこに込められてい

る音楽の大きさを思い知らされた。 

 

ギター製作家の目標は、より音

が通る楽器を作ることといわれる。

最近のコンサートでは、時々、PA、

つまりマイクで音を拾い、かつ自

然に聞こえるよう調整する技術を

導入して行う場合が増えていると

聞くし、プロも利用している。 

大きな音を出す努力を不必要に

することで、もともとの音楽性が

歪んでしまっては、元も子もない。

しかし、弾く方としては、聴衆の

前では、やはり聴こえているだろ

うかという心配しながり弾くこと

となるので、どこかで無理をする。

ということで、最近は、体育館な

どで弾かなければいけないイベン

ト的なコンサート？では、前号で

紹介したサイレントギターとアン

プを使って演奏している。 

プロのギタリストであれば、芯

のある遠くまで通る音作りができ

るのだろうし、それにふさわしい

楽器も持っているのだろうが。ち

なみに、ミロシュは PA なしでカー

ネギーホールで演奏し、喝采を浴

びたそうである。しかし、それで

も、ギターの演奏会は、サロン的

な規模のものだと思う。 

 

今かかっている CD は、ジュリ

アン・ブリームのサンスからバッ

ハまでの曲を、リュートとギター

を使い分けながら弾いている CD

である。耳を澄まして聴くことで、

ギターの奏でる小さなオーケスト

ラの良さは理解される。ギターは、

真の静けさを音楽で表現できる楽

器だとも思っている。「皆さん、ど

うか耳を澄ましてお聴きくだい」

そう言って始まるのがギターの演

奏なのかもしれない。（続く） 
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ギターCD レター from yakateru(第４号) 
１日に１号的なハイスピードで綴っていますこのレター（今回からタイトルを「レ

ビュー」から「レター」に変更）。書き始めると止まらない、ということはありません
が、といっても書きたいことは結構詰まっているみたいです。とりあず、話が尽き
るまで書いてみることにします。・・・・・ 

ギターが奏でる音の繊細さは、どこへ行こうとしているか…・ 

 



 

 


